
 

学校生活に慣れてきた今こそ、学習習慣の確立を！ 
 １学期中間試験が終わり、結果はどうでしたか。学習の成果をじっくりと振り返り、高校生としての

「学習習慣」を確立させましょう。 

 今回の試験勉強で、うまく勉強が進まない科目があった人は、授業をどれぐらい大切に受けていたか

を振り返ってみてください。わからないことがあったのに、そのまま放置してここまできてしまったこ

とはないでしょうか？予習が不十分な状態で授業を受けたため、内容が十分理解できなかったことはあ

りませんか？復習で実際に問題を解いてみましたか？単語を手で書いてみましたか？思い当たるところ

がある人は、学習方法を修正しましょう。３点固定を確立し、予習→授業→復習のゴールデンサイクルを

実践していきましょう。 

 

 
～６月の行事予定～ 

 

総体・総文とは… 

 6/5～８に運動部・文化部ともに全国大会につながる県予選が行われます。出場する皆さんはベストを

尽くし、先輩を力いっぱい応援しましょう！学校に残る生徒は３時間の自学自習を行います。 

 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 2 

 

 

３  

 

４ 

 

５ 

県総体・総文① 

（特別時間割） 

６ 

県総体・総文② 

（特別時間割） 

７ 

県総体・総文③ 

８ 

県総体・

総文④ 

9 

 

10 

 

11 

 

12 
歯科検診 

13 

紫錦祭準備(LH) 

14 

 

１5 １6 

 

 

学習時間調査  

１7 

授業(1～3 限) 

文化教室（午後） 

１8   50 分 

 

 

１9 

 

20   50 分 

紫錦祭準備(LH) 

21 

北信越大会① 

 

22 

北信越 

大会② 

 

23   50 分 

 

２4  50 分 

 

２5  50 分  

 

２6 

１学期期末試験① 

２7 

１学期期末試験② 

２8 

保護者のため

の進学講座 

２9 

 

 

30 

１学期期末試験③ 

7/1 

１学期期末試験④ 

完全夏服 

2 

１学期期末試験⑤ 
紫錦祭準備 

3 

避難訓練 

4 

野球部壮行式 

全国総体・総文壮

行式(LH) 

5 

ベネッセ総合

学力テスト 



スポーツフェスティバル（4/30） 

 ４月３０日、中高合同でスポーツフェスティバルを実施しました。好天に恵まれ、「大玉運び」「玉入

れ」「台風の目」「ムカデ競走」などの競技に楽しく参加することができました。「騎馬戦」「部対抗リレー」

「クラス対抗リレー」では歓声が上がり、学校全体で盛り上がる様子が見られました。１年生は２・３年

生の姿に刺激を受けたのではないでしょうか？行事に思いっきり参加して楽しむことで、高校生活にメ

リハリがついてきます。これからの学校行事にも全力で取り組んでいきましょう。 

 

 

 

 

１学期期末試験（6/26～7/2）に向けて 

 今月末には早くも期末試験を迎えます。中間試験よりも、試験期間が５日間と長くなり、科目数も増え

るので、以下の点に注意をして、試験に臨みましょう。フォーサイトを利用して、早めに計画を立てるの

もいいですね。 

① 日々授業の予習や復習を欠かさない（復習の仕方を前回と変えてみる） 

② 計画的に試験勉強を進めていく（毎日 予習＋αの時間を確保する） 

③ 科目ごとに勉強量のムラを作らない 

文理選択に向けて 

 今「総合的な探究の時間」では、キャリアについて考えるための授業をしています。自分たちの興味関

心が、大学で学ぶ学問や、学部学科とどのようにつながっていくのかを考えることで、夏休み明けの文理

選択に、さらには将来の職業選択に結び付けていくことがねらいです。現在の得意科目、不得意科目で安

易に文理選択をするのではなく、自分の学びたいこと、なりたい自分をしっかり見つめて決めていきま

しょう。 

これからの季節は大学や専門学校のオープンキャンパスがたくさん開かれます。いろいろな学校の情

報を積極的に入手して、なるべく具体的なイメージを持つようにしましょう。最近では多くの学校がホ

ームページ等で多くの動画や情報を公開していますので、調べてみましょう。 

 

ベネッセ総合学力テスト（第１回 ７月５日） 

７月には初めての全国模試があります。全国約５０万人の生徒が受験する外部試験です。年間３回（第

２回は１０月、第３回は１月）行われます。授業での学習を確認する定期試験とは異なり、初見の問題で

どこまでできるかを試すよい機会です。７月時点での自己の学力を知るとともに、全国を意識して、更な

る学力向上を目指す機会としてください。   


